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琉球海運・ 沖縄港運合同チームで挑んだ第50回 那覇ハーリー

船のある風景 第十四回

「 挑戦」
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0
2
4
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月
1
日
（
月
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本
社
会
議

室
に
お
い
て
2
0
2
4
年
度
入
社
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
陸
上
職
員
3
名
・
海
上
職
員
5
名

が
入
社
し
ま
し
た
。

入
社
式
で
は
、
宮
城
社
長
よ
り
新
入
社
員
そ

れ
ぞ
れ
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
後
、
社
長
か
ら

の
祝
辞
を
受
け
て
、
新
入
社
員
を
代
表
し
て
陸

上
職
員
の
阿
波
連

宗
梧
さ
ん
よ
り
答
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
む
若

き
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
! !

& 

新
入
社
員
紹
介

砂
す な が わ

川 泰
た い  し  

志 阿
 あ   は  れ ん

波連 宗
し ゅ う    ご   

梧

●❶ 会社名/配属先

●❷ 最終学歴

●❸ 学生時代の思い出

●❹ 好きなもの・ こと

❺ 初任給で買いたいもの

●❻ アピールするほどじゃないけど
　 ちょっとだけ自慢できること

●❼ 今後の抱負

Rookies
基本情報! !

社内オリ エンテーショ ンの様子

●❶ 琉球海運株式会社　 企画部

●❷ 台湾開南大学

●❸ 台湾での花蓮民族とのバーベキュー

　 台北で飲み過ぎて終電間に合わず公園で野宿

●❹ カフェ 巡り　 古着

●❺ Panasonicの乾燥機付き洗濯機

●❻ 台湾で大学生活を過ごしたので、台湾の方言が少し 話せます。

●❼ 仕事の生きがいを見つけ、スト レスを楽し み、琉球海運ブランド

を世界に広めたいです。

●❶ 琉球海運株式会社　 営業部

●❷ 琉球大学　 国際地域創造学部

●❸ 地元新聞のインタビューを受けたこと

●❹ スポーツ観戦、グルメ 旅行

●❺ 沖縄で1番美味しいティラミ ス

●❻ プロ野球選手の出身校が大体わかること

●❼ 初めはわからないことだらけでご 迷惑をかけてしまうと思います

が、先輩方を良い例にして日々成長していきたいと思います。

 TAISHI SUNAGAWA SYUGO AHAREN

琉球海運 株式会社

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
、
入
社
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

琉
球
海
運
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
一
年
前
、
皆
さ
ん
と
同
じ

よ
う
に
ド
キ
ド
キ
し
て
こ
の
会
社
に
入

社
し
た
自
分
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
心

配
な
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
周

り
の
上
司
・
先
輩
方
は
皆
優
し
い
方
ば

か
り
で
す
。
私
も
は
じ
め
は
わ
か
ら
な

い
事
、
慣
れ
な
い
事
が
多
く
、
戸
惑
う

こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
悩
ん
だ
ら
即

相
談
を
心
掛
け
、
先
輩
方
の
フ
ォ
ロ
ー

の
お
か
げ
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ

る
よ
う
私
た
ち
2
年
目
も
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
些
細
な

こ
と
で
も
す
ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

段
々
と
わ
か
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と

が
増
え
て
い
く
と
、
働
く
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
琉
球
海
運
で

楽
し
く
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

お
祝
い
の
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志
し き や

喜屋 太
た い せ い

成

田
  た    ぐ ち  

口 琉
り ゅ う

津
つ は こ

波古 快
か い

玉
た ま し ろ

城 晃
こ う

西
い り す じ

筋 滝
り ゅ う  し ん 

真

池
い け は ら

原 敏
と し  き  

紀

●❶ 琉球海運株式会社　 甲板部

●❷ 沖縄水産高校

●❸ 遠洋航海で、みんなで台湾で

　 遊 んだことが学生時代の1番の思い出です。

●❹ ダイビング、釣り 、筋ト レ

●❺ 親に軟水機を買いたいです。

●❻ 座間味島出身で、小さ い頃は歩く より 先に泳いでました。

　 人 より 泳ぐのが得意です！

●❼ たく さんの人とコミ ュニケーショ ンをとって、どんな仕事でも積極

的に取り 組みます。

●❶ 琉球海運株式会社　 甲板部

●❷ 沖縄水産高等学校

●❸ 実習で台湾に行ったこと

●❹ ゴルフ、ボウリング

●❺ ゴルフクラブ

●❻ 中学まで 野球をしており 、 球技が大好きで 、 ある 程度ならで き

ます！

●❼ 1日でも早く 貢献できる人材になるために毎日を大事にし、上司と

友好な関係を築いていけるよう に日々精進します。

●❶ 琉球海運株式会社　 機関部

●❷ 沖縄水産高等学校

●❸ 実習で内地や海外に行ったこと

●❹ 音楽鑑賞映画鑑賞

●❺ 仕送りしたいと 思います

●❻ 自分は双子で 高校生の時、 沖縄水産と 糸満高校で 双子で 交換

して沖水に伝説を 作りまし た！

●❼ いち早く 仕事を覚え、各職員や上司とより 良い関係を築けるよう

努力し誠心誠意つとめて参ります！よろしく お願いします！

●❶ 琉球海運株式会社　 機関部

●❷ 沖縄水産高等学校

●❸ 3級海技士取得に向け日々勉強に励み、

　 努力が実り 良かったと思えたことが思い出です。

●❹ バイク、バスケット ボール

●❺ 両親が欲しがるものを買ってあげたいです。

●❻ バスケット ボールが得意で す！

●❼ 自立した大人、船員になれるよう 日々一生懸命仕事に励み周りか

ら 愛され応援されるよう な人になり たいと思います。

●❶ 琉球海運株式会社　 機関部

●❷ 国立波方海上技術短期大学校

●❸ 練習船海王丸で長崎帆船祭り に

　 参加できた事

●❹ ボウリング・ カラオケ・ テレビゲーム

●❺ パソコン

●❻ 練習船が帆船だっ た事（ 帆走はしていない）

●❼ 1日でも早く 皆様のお力になれるよう に努力して参ります。

営業部　 當山・ 金城

●❶ 琉球海運株式会社　 総務部

●❷ 琉球大学

●❸ 大学時代に友人と旅行に行ったことです。国内はもちろん、韓国・ 台湾・

香港に行き、現地の雰囲気を堪能出来たのは良い経験になりました。

●❹ 中学から サッ カーをしており 、体を動かすこと が好きで す。また、
旅行することも好きです。

●❺ 車

●❻ 沖縄マラソン、那覇マラソン、尚巴志ハーフマラソンを走り切りました。

●❼ 大学のゼミ活動では物流について学んでおりました。県民の生活を支える企

業の一員としての自覚を持ち、いち早く仕事を覚えていけるよう精進します。

TAISEI SHIKIYA

RYU TAGUCHI

KAI TSUHAKO

KOU TAMASHIRORYUSHIN IRISUJI

TOSHIKI IKEHARA
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わたし が 新 入 社 員 だっ たころ
④

新入社員に

向けての一言

②

自分の新入社員

当時を一言で
表すなら

③

新入社員時代に

心掛けて
いたこと

①

入社した理由

① 海員学校在学中から 、地元企業で 働きたい

気持ち が強く 就職先を 探していたとこ ろ 、

学校の教官（ 東京支店下地支店長のお父さ

ん！）から勧められ入社を決意した。

② 仕事や生活に慣れるのに必死。

③ 先輩の仕事を見て一生懸命業務を学んだ。免許を新たに取

得する際にもその経験は活きたと思う 。

④ 船は危険と 隣り 合わせで一つのミ スが仲間や自分を危険に

晒す。疑問は遠慮せずに聞いてほし い。乗組員は家族のよう

なもの。信頼関係を大切に。

① 元々船が好きだったのがきっかけで興味をもっ

たため。

② 学生ノリ が抜けていない社員。

③ グループ のイベント や社内行事には積極的に参加していろん

な方と 知り 合えるよう に心がけて

いました。

④ ちょっとしたことでも気になること

は積極的に先輩方に相談してく だ

さ い。他部署の先輩でも 優しく 教

えてく れると思います。

① 当時働いていた会社の労働条件が合わずに悩ん
でいた私に、友人がコンテナ管理課の臨時社員
の募集があると 紹介してく れまし た。200名以上
の社員が働く 大きな会社と知り 、スキルアッ プ に
繋がると思い決意しました。

② 仕事も遊びも一生懸命！

③ 始業前の準備・ 待機事務所の掃除などを 率先してやっていまし
た。また、業務での解ら ないところ や仕事で の悩みを業務時間
内外で教えてもらっていました。よく ビールを飲みながら 、いろい
ろ相談に乗ってもらったな～(*’▽’)

④ 会社組織は連携が必要で す（ 横割り 組織）。自分の部署の先輩
や仲間だけではなく 、他部署の先輩や同僚とも 積極的にコミ ュ
ニケーショ ンを取ってく ださ いね。だからぁ ～、 ぼく にも 気兼ね
なく 声かけてちょ(‘◇’)ゞ

琉球海運株式会社  機関長

伊佐 広

琉球海運株式会社  東京支店係長

備瀬 周

沖縄港運株式会社  経理部経理課 課長

島袋 宗和

乗
組
員
は
家
族
の
よ
う
な
も
の
。

信
頼
関
係
を
大
切
に
。

グ
ル
ー
プ
の
イ
ベ
ン
ト
や
社
内
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加

仕
事
も
遊
び
も

一
生
懸
命
！

桃
と う ば る

原 夏
な つ  き  

樹

神
か み ざ と

里 志
  し   お ん  

温

中
な か や ま

山 友
と も  え  

愛

大
お お み ね

嶺 真
ま こ

子

●❶ 沖縄港運株式会社

　 営業部　 海外物流課

●❷ 九州国際大学

●❸ タイ旅行

●❹ 車

●❺ 財布

●❻ 車買いまし た

●❼ 精一杯頑張ります。

●❶ 沖縄港運株式会社

　 総務部　 総務課

●❷ 沖縄国際大学

　 経済学部地域環境政策学科

●❸ 初めて一人旅をしました。

●❹ 音楽。特に日本のバンド が好きです。

●❺ 腕時計を買う 予定です。

●❻ ヘアセット が得意で す。

●❼ 明るく 元気に頑張ります。

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
、
入
社
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

沖
縄
港
運
㈱
営
業
部
の
渡
慶
次
と

申
し
ま
す
。

一
年
前
、
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
入
社
し
た
日
が
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
入
社
当
初
、
お
客
様
か
ら
電
話
を

受
け
、「
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と

保
留
ボ
タ
ン
を
押
さ
ず
に
受
話
器
を
置

い
て
し
ま
い
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
失
敗
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
様
々
な
失
敗
か
ら

た
く
さ
ん
の
気
づ
き
や
学
び
を
得
て
、

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
失
敗
に
臆
す

る
こ
と
な
く
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
頼
り
な
い
私

で
す
が
、
皆
さ
ん
の
挑
戦
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
共
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

お
祝
い
の
言
葉

営業部　 渡慶次

NATSUKI TOUBARU

SHION KAMIZATO

TOMOE NAKAYAMA

MAKO OOMINE

沖縄港運 株式会社

●❶ 沖縄港運株式会社

　 営業部　 営業課

●❷ 沖縄大学経法商学部経法商学科

●❸ 部活で九州優勝二回と旅行

●❹ 旅

●❺ スニーカー

●❻ 野球十年以上やってまし た。

●❼ 先輩の名前、顔を覚えます。

●❶ 沖縄港運株式会社

　 営業部　 営業課

●❷ 琉球大学国際地域創造学部

　 国際地域創造学科

●❸ ド イツ留学

●❹ 散歩と音楽を聞く こと

●❺ 鞄

●❻ ド イツ 語が話せます！

●❼ 少しずつですが、色々学びながら みなさんと

　 頑張っていきます！
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かりゆしⅡ進水式

◼ かりゆしⅡの特徴

KARIYUSHI Ⅱ Launch ing  Cerem ony

船名 かり ゆしⅡ

全長 181.51メ ート ル

幅 26メ ート ル

総ト ン 数 約11,900ト ン

ロールオン/ロールオフ 型貨物船

積載量 40Fト レーラ： 168台　 乗用車： 281台

航路 博多— 那覇

進水式 2024年3月13日

就航日 2024年7月予定

造船所 尾道造船株式会社

特徴① 省エネルギーの向上

●  脱炭素対策として、船型の変更、最適運航支援システムの導入等

●  省燃費性能は同一サイズの標準RORO船に比べ、約29% 削減。

（ エネルギー効率設計指標に基づく ）

特徴② 積載能力の向上

● 「 かりゆし 」 に比べて積載能力は約30% 増加

【 特集】

〜 造船中の風景 〜〜 起工式・ 進水式の様子 〜
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〜研修を終えて〜
乗船中に船長が仰ってた〝どれだけ

船が万全な状態であっても、乗組員

の体調や腕によっても 性能が変わ

る〟と いう 言葉は大変印象に残って

いる。機関部では、スケジュール変更

により、予定通りに機関場のメンテナ

ンスが出来なかった際に精神的な焦

り があると の話もあった。日頃、スケ

ジュール調整を行う 側として、海上職

員の立場になって考えることができる

良い機会となった。

2021年度入社　 比嘉 結那

乗組員数名に海上で一番大変なこと

は何か伺ったが、運航スケジュール

の調整が入った時（ 特に先島）と答え

る方が多かった。急遽予定外の運航

が発生した場合は家族との予定も見

直すことになる。改めて、乗組員には

感謝しなければいけないと感じた。

2020年度入社　 金城 清太

普段交流の機会があまり無い海上職

員の方 と々お話しし、同じ生活を共有

することができたことは、とても有意

義であった。海上、陸上職員がコミュ

ニケーショ ンを増やし、お互いの苦労

や内情を知ることで、会社がより良い

ものになると感じた。

2023年度入社　 當山 花明菜

今回、時化の中で乗船研修をできた

こと は非常に有意義でした。過酷な

環境の中で適正に海上輸送する難し

さを身にしみて体験することができま

した。

2021年度入社　 上原 充揮

支店研修においては各支店の特色

や、支店それぞれの考え方などを知

ること ができた。特に印象的なのは

その支店が思う 自分たちの強みや

誇っている部分が、別の支店からする

と必ずしもそうではないといった考え

方の違いが存在している点である。

各支店、自分たちがどの支店よりも

優れている、もしく は、そう ありたいと

いうスタンスをもっているうよう に見

えた。このライバル意識が各支店の

屯数や収益の向上につながっている

のではないかと考えた。

2022年度入社　 中林 新

入
社
当
時
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
乗
船
研
修
！

コ
ロ
ナ
時
期
が
重
な
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
2
0
2
0

年
入
社
～
2
0
2
3
年
入
社
の
社
員
の
乗
船
研
修
が
、
関
係
者

各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
実
現
出
来
ま
し
た
。
若
手
社
員
待
望
の

乗
船
研
修
の
様
子
を
ご
覧
下
さ
い
！

乗
船
研
修

待
ち
に
待
っ
た

2
0
2
0
年
入
社
～
2
0
2
3
年
入
社
の
社
員

【 特集】

重く て長いロープ 出し

＜2月組＞ 池原・ 比嘉・ 上原（ 佑）

後ろ のウェ ルカムボード に注目! !

ド キド キの操舵

ん？ キリン！？

前泊機関長直々の機関部説明

船舶部品バラシ作業

特製ソースで美味しさ 100倍! !

船上の雪だるま お疲れさま(^_ ^ )

1つ1つ丁寧にラッ シング

＜10月組＞ 吉山・ 金城（ 清）・ 宮里

お世話になった個室 コスモタ ワーから 望む大阪港

お疲れ様です~ 。入港1時間前です☎

小舟も 逃がさないワッ チデッド スペースの有効活用

福岡支店による熱血授業

大好きなお酒でご満悦乗組員から いじら れ溢れる笑顔（ ^^）

進路を決める海図

見て見て！出来たよ～

＜1月組＞ 當山・ 大城・ 上原（ 充） ＜11月組＞ 金城（ 太）・ 中林・ 山川

有明港の視察

船と言ったらカレーライス!

欠かせない温度チェック
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RKK Group News 琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお伝えし ます

　
令
和
6
年
4
月
6
日（
土
）

　
第
60
期
経
営
計
画
発
表
会
を
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
阿
野
社
長
の
開
会
の
辞

に
ス
タ
ー
ト
し
、
経
営
方
針
、
収
益
計
画
、
各
課

の
部
門
計
画
発
表
、
労
働
組
合
代
表
に
よ
る
宣

誓
、
頑
張
ろ
う
三
唱
！
が
行
わ
れ
、
発
表
会
後
は

懇
親
会
も
開
か
れ
今
期
を
担
う
重
要
な
日
と
な

り
ま
し
た
。
社
員
一
同
、
目
標
達
成
に
向
け
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

グループ戦略室 次長

親川 博光（ 勤続： 24年）

営業部 課長

新垣 隼飛（ 勤続： 16年）

港運部 作業課 

島袋 広安（ 勤続： 35年）

港運部 作業課 

阿部 美晴（ 勤続： 18年）

作業部／次長 

上間 健作（ ２２ 年０ヶ月）

中部支店業務課／課長代理 

比屋根 竜二（ ２２ 年０ヶ月）

作業部作業一課／係長 

宮平 正人（ ２２ 年０ヶ月）

中部支店業務課／課長代理 

仲田 亮子（ ２１ 年９ヶ月）

九州先島定航部作業課／係長 

松本 勉（ ２１ 年９ヶ月）

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社 

第
60
期
経
営
計
画
発
表
会

永年勤続優良従業員表彰（ 那覇商工会議所主催）

　
こ
の
度
、
内
閣
府
の
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進

費
を
活
用
し
た
「
ち
ゅ
ら
し
ま
」の
生
体
牛
の
輸
送

船
と
し
て
の
改
造
工
事
（
約
2
カ
月
間
１
／
９
～

２
／
27
）が
完
了
し
ま
し
た
！
こ
れ
に
よ
り
、
７
月

か
ら
「
か
り
ゆ
し
」に
代
わ
り
牛
輸
送
船
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
改
造
の
主
な
内
容
は
、
①
A
甲
板
散
水

装
置
、
②
吸
排
気
フ
ァ
ン
、
③
B
甲
板
ド
ラ
イ
ミ
ス

ト
装
置
の
設
置
で
す
。（
簡
単
に
言
う
と
エ
ア
コ
ン

の
様
な
も
の

　
※
添
付
写
真
）

　
こ
れ
ら
の
改
造
を
行
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
輸

送
中
の
暑
さ
で
食
欲
不
振
に
よ
る
体
重
減
少
や
死

亡
事
故
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
船
内
を

よ
り
快
適
な
環
境
に
す
る
為
で
す
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
、
J 

A
お
き
な
わ
畜
産
部

様
よ
り
依
頼
を
受
け
宮
古
・
八
重
山
地
域
の
基
幹

畜
産
物
で
あ
る
肉
用
子
牛
の
輸
送
に
携
わ
っ
て
お

り
、
今
後
も
離
島
島
民
の
生
活
と
地
域
の
経
済
振

興
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
２
月
24
日
（
土
）
、
豊

崎
海
浜
公
園
で
I
N
D
U
S
T
グ
ラ

ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
産
廃
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
招
集
し
、
重
機
部
門
・
車
両

部
門
・
知
識
部
門
の
３
競
技
に
分
か

れ
、
長
年
の
業
務
で
培
っ
た
技
術
や
知

識
を
披
露
す
る
舞
台
で
す
。

　
今
回
、
車
両
部
門
（
ユ
ニ
ッ
ク
競
技
）に
９
名
が
出
場
。
沖
縄

急
送
の
浦
崎
康
彦
さ
ん
が
出
場
し
、
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
！

　
競
技
は
緻
密
で
繊
細
な
操
作
を
必
要
と
す
る
為
、
か
な
り

難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
浦
崎
さ
ん
の
熟
練
さ
れ
た
技
術

は
圧
巻
で
し
た
！
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

RKK Group News
琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお知ら せし ます

琉
球
海
運 

株
式
会
社 

株
式
会
社 

沖
縄
急
送

「
ち
ゅ
ら
し
ま
」
牛
輸
送
船
改
造
工
事
に
つ
い
て

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
2
4

　

～
産
業
廃
棄
物
業
技
能
大
会
～

甲板ドライミ スト 装置左から親川次長、山城相談役、新垣課長写真向かって左から仲田 亮子、比屋根 竜二、宮平 正人、松本 勉、上

間 健作

散水装置（ 配管部）

散水装置（ 取水モーター）

インダストグランプリ 入口

表彰式

吸排気ファン

ユニック操作写真右端

新城武彦 村吉政一

写真左より阿野社長、阿部美晴、島袋広安、上

原常務

沖縄急送

浦崎さん

表彰状

総務部・ リース部 課長 兼 整備部 課長 

仲村 徳夫（ 勤続： 27年）

営業二部 営業課 係長 

村吉 政一（ 勤続： 35年） 

物流部 商品管理課 主任 

新城 武彦（ 勤続： 26年）

琉球海運 株式会社 沖縄港運 株式会社 

琉海リ ース 株式会社 沖縄ロジテム 株式会社 沖縄荷役サービス 株式会社 

勤続15年以上経過し業務に精励し功績が優れ、会社の発展に寄与し後進の指導に貢献した従業員の表彰
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RKK Group News 琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお伝えし ます

　
四
月
二
十
六
日
（
金
）
十
一
時
よ
り
佐
賀
県

鳥
栖
市
に
て
、
R
K
K
鳥
栖
物
流
セ
ン
タ
ー
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
琉
球
海
運
㈱
宮
城
社
長
は
じ

め
、
㈱
沖
縄
急
送
長
嶺
社
長
、
㈱
沖
縄
輸
送

サ
ー
ビ
ス
高
宮
城
社
長
他
今
回
の
建
設
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
無
事
に
竣
工
式
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
内
覧
会
を
挙
行
し
、
お
取
引

先
の
皆
様
に
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ぜ
ひ
、
福
岡
へ
お
越
し
の
際
は
、
足
を
延
ば

し
て
R
K
K
鳥
栖
物
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

九
州
輸
送
サ
ー
ビ
ス

R
K
K
鳥
栖
物
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
新
年
度
を
迎
え
た
4
月
20
日（
土
）に
、
本
社
・
東
京
支

店
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
日
頃
社
員
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族
も
交

え
て
、
約
40
名
近
く
が
参
加
し
た
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
東
京
都
内
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
本
社
近
く
で
も
都
立
公

園
や
東
京
支
店
近
隣
の
公
園
、
Ｔ
Ｖ
ロ
ケ
に
も
使
わ
れ
る

セ
レ
ブ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
ま
で
意
外
に
幅
広
く
い
く
つ
か

あ
る
の
で
す
が
、
目
当
て
の
会
場
は
予
約
競
争
で
負
け
て

し
ま
い
、
今
回
は
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
屋
上

に
あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
で
の
開
催
で
し
た
。
自
然
あ
ふ

れ
る
の
ど
か
な
～
と
い
う
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
こ

れ
も
東
京
な
ら
で
は
、
何
よ
り
買
い
物
を
し
た
カ
ー
ト

の
ま
ま
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に
入
れ
る
！
と
て
も
便
利
な
会

場
で
す
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
4
月
に
し
て
は
少
し
暑
い
く
ら

い
で
し
た
が
、
幹
事
が
厳
選
し
た
牛
肉
と
冷
え
た
オ
リ

オ
ン
ビ
ー
ル（
お
歳
暮
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
！
）を
大

人
た
ち
は
楽
し
み
、
下
は
1
歳
か
ら
上
は
高
校
3
年
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
は
よ
く
走
り
回
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
東
京
の
職
員
た
ち
だ
け
で
の
企
画
で
し
た
が
、

昨
年
の
社
員
旅
行
の
よ
う
に
大
阪
、
福
岡
、
那
覇
、
札
幌

と
各
地
の
職
員
た
ち
と
も
「
健
康
的
」に
ア
ウ
ト
ド
ア
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
よ
り
強
く
新
し
い
Ｏ
Ｙ
Ｓ
に
な
る
べ
く
一
致

団
結
、
業
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
！

株
式
会
社 

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス

春
の
懇
親
B
B
Q

～
本
社
・
東
京
支
店
～

健康経営へ向けての取り 組み

1. 健康宣言の社内外への発信

  昨年10月に沖縄県が推奨する事業「 う ちなー健康経営宣言」 により、健康経営に取り

組むメッ セージを表明し 、取り 組み事項を「 見える化」 致しました。

2. 健康診断の受診

  労働安全衛生法など法律にもとづき、年１ 回以上、該当する従業員に健康診断を受診

させています。

3. ラジオ体操の実施

  誰でも気軽に実践できる運動として、毎朝、現場だけでなく 事務職員も 参加して朝か

ら全身運動で体と 脳をリフレッ シュして業務に臨んでいます。

4. 健康増進施設の利用促進

  「 ジスタス」 さんと 法人会員契約を結び、適度なト レーニングやスト レッ チなどで健康

増進、心と体のリフレッ シュだけでなく 、転倒や怪我の予防に努めます。

5. 今後の取り組み

  今後も時間外労働の削減や運動機会の増進(ウォーキング推奨)、感染症予防など実

現可能な取り 組みを少しづつ実施していく 予定です。

毎日、健康でご安全に！

沖縄荷役サービス株式会社

鳥栖営業所開設メンバー

左から順番に九輸運送㈱ 太田担当、㈱九州輸送

サービス 深川所長、植松主任、髙田主任
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琉
球
海
運
株
式
会
社 

鹿
児
島
営
業
所 

所
長  

石
塚 

裕
也

 

２
０
１
８
年 

11
月

　
入
社

　
鹿
児
島
営
業
所
配
属
後
現
在
に
至
る

わ
た
し
の

仕
事

　
第

十
一
回

Interview

現
在
の
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
共
進
組
さ
ま
を
通
し
て
お
客
様
よ
り
頂
く

輸
送
案
件
の
見
積
り
や
輸
送
方
法
の
提
案
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
運
航
の
管
理
。
輸

送
機
材
の
供
給
に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ
会
社

と
の
調
整
な
ど
。

　
ま
た
、
来
県
頂
い
た
お
客
様
の
ア
テ
ン
ド

や
様
々
な
案
件
に
対
し
て
の
打
ち
合
せ
や
会

議
、
予
算
作
成
や
月
々
の
積
屯
数
や
費
用
部

門
の
分
析
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
で
大
変
な
こ
と
、
苦
労
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　
荒
天
な
ど
で
上
り
便
が
抜
港
に
な
る
と
、

機
材
供
給
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
荷
主
様
へ

本
数
制
限
を
か
け
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

旨
を
お
客
様
へ
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
る
共
進
組

様
へ
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

心
が
痛
み
ま
す
。
鹿
児
島
航
路

特
有
の
航
路
事
情
も
あ
り
、
も

ど
か
し
い
時
も
あ
り
ま
す
が
そ
の

分
や
り
が
い
も
大
き
い
で
す
。
今

後
、
も
っ
と
も
っ
と
今
以
上
に

鹿
児
島
航
路
を
盛
り
上
げ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
と
思
い
出
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
下
さ
い
。

　　
コ
ロ
ナ
が
明
け
お
客
様
の
と
こ
ろ
へ
訪
問
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
鹿
児
島
営
業
所
の
石
塚

と
少
し
ず
つ
覚
え
て
も
ら
う
事
が
出
来
て
き
ま

し
た
。
最
近
は
船
の
運
航
や
何
気
な
い
事
で

お
客
様
よ
り
直
接
連
絡
頂
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
お
客
様
よ
り
信
頼
を

得
て
き
た
の
か
な
と
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
2
0
2
2

年
度
に
過
去
最
高
積
屯
数
を
記
録
し
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
も
共
進
組
様
を
は
じ
め
、
各
グ

ル
ー
プ
会
社
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
て
の

事
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
末
永

く
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
最
速
仕
事
術

年
間
1
0
0
時
間
の
時
短
を
実
現
し
た

32
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

森
新 

（
著
）

　
す
ご
く
仰
々
し
い
タ
イ
ト
ル
で
す
よ
ね
。

バ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
公
共
交
通
機
関
で

読
ん
で
い
る
や
つ
が
い
た
ら
、「
あ
い
つ
タ
イ

パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
重
視
し
て
ん

な
～
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
業
務
で
使
用
す

る
連
絡
ツ
ー
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
現
代

で
（

電

話
、
F
A
X
、
O
u
t
l
o
o
k
、

T
e
a
m
s
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
、シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
、

L
I
N
E

等
）、
社
外
と
の
や
り
取
り
は

O
u
t
l
o
o
k
が
主
だ
と
思
い
ま
す
。
部

署
に
よ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
担
当
者
ク
ラ

ス
は
数
十
件
／
日
の
メ
ー
ル
を
捌
い
て
お
り
、

時
間
に
換
算
す
る
と
数
時
間
は
費
や
し
て
い

る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
数
十
分
／
日
で
も
時

短
で
き
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
身
に
付
け
ば
良
い

な
と
思
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
本
を
手
に
取
っ

た
き
っ
か
け
で
す
。
本
書
の
詳
細
は
割
愛
し

ま
す
が
、
私
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
1
つ

だ
け
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ア
ー
カ

イ
ブ
の
利
用
で
す
。
通
常
、
受
信
し
た
メ
ー

ル
は
既
読
後
も
受
信
ト
レ
イ
に
残
り
続
け

ま
す
。
し
か
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
（
※
受
信
ト

レ
イ
と
は
別
の
場
所
に
メ
ー
ル
を
保
存
）
す

る
こ
と
に
よ
り
受
信
フ
ォ
ル
ダ
を
簡
素
化
す

る
こ
と
で
す
。「
何
や
ね
ん
、
そ
れ
だ
け
か

い
」
と
ツ
ッ
コ
ま
れ
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
す
笑
。
こ
の
目
的
は
受
信
フ
ォ
ル
ダ
を

T
o
D
o

リ
ス
ト
化
す
る
こ
と
で
す
。
只

の
通
知
メ
ー
ル
だ
っ
た
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
に
ポ

イ
。
関
係
者
へ
の
内
容
共
有
の
み
だ
っ
た
ら

ポ
イ
。内
容
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル（
や
り
取
り
）

で
こ
ち
ら
側
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
ら
ポ
イ
。

ポ
イ
ポ
イ
ポ
イ
♪
。
ア
ー
カ
イ
ブ
に
放
り

ま
く
っ
た
結
果
、
自
分
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
て

る
こ
と
の
み
（
T
o
D
o
）
が
受
信
フ
ォ
ル

ダ
に
残
り
ま
す
。
あ
と
は
そ
れ
を
処
理
す

る
た
め
に
、
せ
っ
せ
と
頑
張
る
だ
け
で
す
。

本
書
で
は
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
私
も
す
べ
て
を
実

践
で
き
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

践
で
き
れ
ば
生
産
性
爆
上
が
り
!? 

 
興
味

が
あ
る
方
は
是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｑ

佐
藤
究（
著
）

　
な
に
こ
の
タ
イ
ト
ル
！
す
っ
ご
く
惹
か
れ

る
！
そ
う
思
っ
た
あ
な
た
は
私
と
同
じ
感

性
で
す
笑
。
平

成
28
年
の
江
戸

川
乱
歩
受
賞
作
。

端
的
に
言
う
と
ミ

ス
テ
リ
ー
作
品
で

す
。
元
々
ミ
ス
テ

リ
ー
作
品
が
好

き
、
か
つ
ミ
ー
ハ
ー

な
私
は
、「
賞
取
っ

て
る
や
つ
や
っ
た

ら
、
外
れ
な
し

で
面
白
い
の
間
違

い
な
し
や
！
」
と
安
易
な
考
え
で
、
同
賞

受
賞
作
を
読
ん
で
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
集
め
だ
し
て
、
今
で
は
約

30
冊
が
本
棚
に
並
ん
で
い
ま
す
。
新
刊
で

は
高
価
で
す
が
（
つ
っ
て
も
千
円
く
ら
い
）、

古
本
だ
と
半
値
程
度
で
購
入
で
き
る
の
で
、

貧
乏
性
の
私
に
は
合
っ
て
い
ま
す
。
本
書
の

内
容
は
割
愛
し
ま
す
が
、
作
中
序
盤
で
タ

イ
ト
ル
の
意
味
に
ぼ
ん
や
り
と
気
付
い
て
し

ま
っ
た
私
は
、「
や
ば
っ
、
俺
天
才
ち
ゃ
う
」

と
自
画
自
賛
し
て
し
ま
い
、
ひ
と
り 

ふ
ふ
っ

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
書
が
面
白
か
っ

た
の
で
、
作
者
は
ど
ん
な
方
な
ん
だ
ろ
う

と
思
い
調
べ
た
ら
、
強
面
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

の
よ
う
な
顔
つ
き
な
が
ら
、
趣
味
は
フ
ィ

ギ
ア
と
プ
ラ
モ
デ
ル
（
W
i
k
i

情
報
）。

ギ
ャ
ッ
プ
に
惹
か
れ
て
し
ま
い
、
著
者
の
作

品
を
追
加
で
2
冊
購
入
し
ま
し
た
（
無
論
、

賞
取
っ
た
や
つ
）。
ま
だ
読
め
て
い
な
い
で
す

が
時
間
を
見
つ
け
て
読
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
話
し
が
少
し
脱
線
し
ま
し
た
が
ミ

ス
テ
リ
ー
好
き
な
方
は
ど
う
ぞ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

か
ご
し
ま
と
沖
縄
を
つ
な
ぐ

懸
け
橋
に
！

PR OFILE

琉球海運株式会社 
鹿児島営業所 所長

石塚 裕也

身長1 74 ㎝　 体重7 5 ㎏

好きな言葉／グレイヘアー

はまっている事／ゴルフ（ スコアより 飛距離 笑）

　
R
K
K
グ
ル
ー
プ
報
を
お
読
み
の
皆
様
、は
じ
め
ま

し
て
琉
球
海
運
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
の
新し

ん

垣が
き

で
す
。
今

回
、
執
筆
の
依
頼
が
あ
り
僭
越
な
が
ら
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
自
由
と
の
こ
と
で
色
々
悩

ん
だ
の
で
す
が
、
本
を
読
む
タ
イ
プ
に
見
え
な
い
私
が

（
外
見
上
）
、
実
は
本
を
読
む
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。
と
、

こ
の
場
を
借
り
て
グ
ル
ー
プ
各
社
様
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
ら
イ
メ
ー
ジ
u
p
（
賢
そ
う
）に
繋
が
る
と
思
い

「
本
」の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
し
ま
し
た
。

決
し
て
本
の
帯
と
ネ
ッ
ト
要
約
か
ら
拾
っ
て
書
い
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
為
念
ま
で
に
。

オ
ス
ス
メ
書
籍

琉
球
海
運
（
株
） 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部

新
垣 

優
紀
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琉
球
海
運
（
株
） 

東
京
支
店 

松
元 

拓
未

関
係
各
所
の
皆
様
、
平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
東
京
支
店
に
赴
任
い
た
し
ま

し
た
松
元
拓
未
で
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
東

京
に
赴
任
で
き
た
た
め
、
1
年
目
か
ら
沢
山
の
お
取
引
先
や
関

係
会
社
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
社
の
4
年
間
は
総
務
部
に
い
た
た
め
、
お
見
積
も
り
の
ご

提
示
か
ら
本
船
の
ブ
ッ
キ
ン
グ
、
現
場
で
の
メ
イ
ン
業
務
な
ど
全

て
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
支
店
職
員
の
皆
様
を
は
じ
め

と
す
る
周
囲
の
方
々
の
お
か
げ
で
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
か
と
思

い
ま
す
。

と
は
言
え
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
す
の
で
、
東
京

生
活
2
年
目
に
入
り

ま
し
た
が
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

琉
球
海
運
（
株
） 

大
阪
支
店 

當
間 

敬
太
郎

ど
ー
も
！
ま
い
ど
！
2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
沖
縄
荷
役

サ
ー
ビ
ス
㈱
よ
り
琉
球
海
運
㈱
大
阪
支
店
へ
出
向
致
し
ま
し
た

當
間
敬
太
郎
と
申
し
ま
す
。

大
阪
赴
任
か
ら
早
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
は
新
天
地
で

の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
支
店
メ
ン
バ
ー
に
も

恵
ま
れ
充
実
し
た
日

（々
高
校
野
球
観
戦
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
花
見
会
等
）

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
仲
尾
支
店
長
よ
り
「
大
阪
三

太
郎
」の
長
男
の
名
を
授
か
り
次
男
・
三
男
と
共
に
切
磋
琢
磨
し

て
お
り
ま
す
。

業
務
に
付
き
ま
し
て
は
大
阪
の
乙
仲
に
揉
ま
れ
な
が
ら
時
に

厳
し
く
・
時
に
助
け
ら
れ
日
々
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
大
阪
支
店
は
勝
負
の
一
年
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。沖

縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス
で
培
っ
た
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
ス
キ

ル
U 
P
を
目
指
し
琉
球
海
運
は
じ
め
グ
ル
ー
プ
会
社
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
中
に
三
太
郎
じ
ゃ
な
い
人
物
が
お
り
ま
す
。
正
解
を

知
り
た
い
方
は
大
阪
支
店
ま
で
問
い
合
わ
せ
お
願
い
し
ま
す
。

琉
球
海
運
（
株
）  

大
阪
支
店 

山
川 

航
太
朗

昨
年
４
月
１
日
付
で
大
阪
支
店
に
赴
任
し
ま
し
た
山
川
航
太

朗
で
す
。

赴
任
し
て
早
く
も
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
思
い
返
す
と
、

甲
子
園
観
戦
や
お
花
見
な
ど
、
県
外
な
ら
で
は
の
経
験
を
沢
山

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
未
経
験
の
エ
イ
サ
ー
を
大
阪
で
始
め
、
沖
縄
に
い

た
時
以
上
に
沖
縄
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
な
が
ら
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
本
船
業
務
の
際
に
や
り
が
い

や
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
お
客
様
や
現
場
と
の
や
り

と
り
、
様
々
な
貨
物
・
状
況
に
応
じ
た
対
応
等
、
先
輩
方
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
皆
様
の
力
に
な
れ

る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
た
め
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

赴任

赴任

出向

赴
任
・
出
向
レ
ポ
ー
ト業務中

東京競馬

場にて

RK K  Grou p  H um an  reso u rces 琉球海運グループ 人事情報

琉
球
海
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日

陸
上
【
依
頼
退
職
】

総
務
部

島
田

由
佳
子

令
和
六
年
三
月
十
三
日

海
上
【
退
職
】

船
長

仲
地

忠
広

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

陸
上
【
任
期
満
了
】

八
重
山
港
運
㈱

石
川

達
規
（
総
務
部
付
R
L
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
）

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス
㈱

酒
井

博
登
（
総
務
部
付
福
岡
支
店 

課
長
代
理
）

㈱
沖
縄
急
送

田
場

勝
樹
（
総
務
部
付
福
岡
支
店
）

令
和
六
年
四
月
一
日

陸
上
【
昇
格
】

主
事 

東
京
支
店 

係
長

仲
村

周
也
（
副
主
事 

東
京
支
店 

主
任
）

主
事 

営
業
部 

係
長

堀

圭
介
（
副
主
事 

営
業
部 

主
任
）

主
事 

大
阪
支
店 

係
長

宮
城

真
大
（
副
主
事 

大
阪
支
店 

主
任
）

主
事 

総
務
部 

係
長

山
入
端

翔
伍
（
副
主
事 

総
務
部 

主
任
）

副
主
事 

総
務
部 

主
任

金
城

清
太
（
書
記
三
級 

総
務
部
）

副
主
事 

大
阪
支
店 

主
任

吉
山

盛
敦
（
書
記
三
級

　
営
業
部
）

副
主
事

宮
里

泰
志
（
書
記
三
級
）

陸
上
【
異
動
】

副
参
与 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部 

部
長

狩
俣

宗
良
（
副
参
与 

R
L
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室 

室
長
）

参
事 

総
務
部
付 

琉
海
リ
ー
ス
㈱
出
向

佐
久
川

泰
俊
（
参
事

　
総
務
部

　
課
長
）

参
事 

総
務
部
付 

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
出
向

屋
宜

浩
之
（
参
事

　
営
業
部

　
課
長
）

参
事 

総
務
部 

課
長

新
城

健
吾
（
参
事 

総
務
部
付 

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
出
向
）

副
参
事 

総
務
部
付 

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
出
向

大
城

麻
元
（
副
参
事 

大
阪
支
店 

課
長
代
理
）

副
参
事 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部 

課
長
代
理

新
垣

優
紀
（
副
参
事 

R
L
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室 

課
長
代
理
）

主
事 

船
舶
部 

係
長

屋
良

朝
飛
（
主
事 

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
出
向
）

書
記
三
級 

東
京
支
店

比
嘉

結
那
（
書
記
三
級 

営
業
部
）

陸
上
【
試
採
用
】

書
記
三
級 

営
業
部

砂
川

泰
志

書
記
三
級 

企
画
部

阿
波
連

宗
梧

書
記
三
級 

総
務
部

志
喜
屋

太
成

陸
上
【
契
約
社
員
】

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部

宮
国

勝
博

陸
上
【
出
向
受
入
】

総
務
部
付 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部 

係
長

吉
濱

実
哲
（
琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
）

総
務
部
付 

福
岡
支
店 

主
任

比
嘉

吉
仁
（
沖
縄
港
運
㈱
）

総
務
部
付 

福
岡
支
店

中
村

光
一（
沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス
）

総
務
部
付 

福
岡
支
店

仲
宗
根

光
哉
（
㈱
沖
縄
急
送
）

海
上
【
試
採
用
】

甲
板
員

津
波
古

快

甲
板
員

田
口

琉

機
関
員

池
原

敏
紀

機
関
員

玉
城

晃

機
関
員

西
筋

滝
真

海
上
【
昇
格
】

甲
板
手

佐
藤

海
夢
（
甲
板
員
）

甲
板
手

久
田

靖
也
（
甲
板
員
）

甲
板
手

武
富

雅
（
甲
板
員
）

甲
板
手

山
川

真
生
（
甲
板
員
）

三
等
機
関
士

玉
城

萩
稀
（
機
関
員
）

海
上【
異
動
】
船
長

幸
喜

安
弘
（
船
舶
部 

運
航
担
当
）

沖
縄
港
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

【
退
職
】

作
業
部
作
業
二
課

安
里

成
和

令
和
六
年
四
月
一
日

【
異
動
】

作
業
部
作
業
一
課 

係
長

當
間

信
互
（
九
州
・
先
島
定
航
部

　
係
長
）

営
業
部
営
業
課

藤
枝

志
穂
（
営
業
部
海
外
物
流
課
）

営
業
部
海
外
物
流
課

島
袋

光
大
（
営
業
部
営
業
課
）

営
業
部
那
覇
港
物
流
セ
ン
タ
ー

天
久

こ
こ
ろ
（
営
業
部
営
業
課
）

作
業
部
作
業
二
課

大
原

茂
（
作
業
部
作
業
一
課
）

作
業
部
作
業
二
課

平
良

真
樹
（
作
業
部
作
業
一
課
）

九
州
・
先
島
定
航
部

仲
里

孝
之
（
作
業
部
作
業
一
課
）

中
部
支
店

末
吉

將
二
（
作
業
部
作
業
二
課
）

作
業
部
作
業
一
課

　

伊
志
嶺

智
和
（
作
業
部
作
業
二
課
）

整
備
部

赤
嶺

悟
（
作
業
部
作
業
二
課
）

作
業
部
作
業
一
課

　

田
山

瑛
崇
（
作
業
部
作
業
二
課
）

九
州
・
先
島
定
航
部

　

高
江
洲

周
（
作
業
部
作
業
二
課
）

作
業
部
作
業
二
課

　

鉢
嶺

元
利
（
中
部
支
店
）

【
本
採
用
】

経
理
部
経
理
課

　

國
吉

尚

作
業
部
作
業
二
課

奥
浜

真
栄

作
業
部
作
業
二
課

　

松
川

斉

作
業
部
作
業
二
課

　

仲
程

久
倫

作
業
部
作
業
二
課

　

比
屋
根

渉

作
業
部
作
業
二
課

　

名
若

真
優

作
業
部
作
業
二
課

　

藤
本

新
悟

中
部
支
店
業
務
課

　

友
利

佑

中
部
支
店
業
務
課

　

伊
藤

光

中
部
支
店
業
務
課

　

大
城

佑
真

【
試
採
用
】

総
務
部
付 

総
務
部
総
務
課

大
嶺

真
子

総
務
部
付 

営
業
部
営
業
課

神
里

志
温

総
務
部
付 

営
業
部
営
業
課

中
山

友
愛

総
務
部
付 

営
業
部
海
外
物
流
課

桃
原

夏
樹

宮
古
港
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
四
月
一
日

【
登
用
】

総
務
部
総
務
課

津
波
古

麻
里
佳
（
契
約
社
員
）

八
重
山
港
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
四
月
一
日

【
異
動
】

総
務
部 

課
長 

兼
務 

安
全
衛
生
推
進
室 

課
長

石
川

達
規
（
琉
球
海
運
㈱ 

出
向
）

【
異
動
】

営
業
部 

営
業
課 

課
長
代
理

上
地

圭
（
安
全
衛
生
推
進
室 

課
長
代
理
）

【
登
用
】

営
業
部 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
チ
ー
ム 

契
約
社
員

新
城

寛
勝
（
臨
時
職
員
）

令
和
六
年
四
月
一
日

【
昇
格
】

総
務
部 

総
務
課 

課
長

宮
里

千
賀
子
（
総
務
部
総
務
課 

係
長
）

営
業
部 

業
務
課 

係
長

比
嘉

貴
之
（
営
業
部
業
務
課 

主
任
）

営
業
部 

業
務
課 

係
長

大
城

盛
太
（
営
業
部
渉
外
企
画
課 

主
任
）

港
運
部 

輸
送
課 

主
任

花
城

佳
介
（
港
運
部
作
業
課
）

港
運
部 

作
業
課 

主
任

佐
藤

優
貴
（
港
運
部
作
業
課
）

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社

令
和
六
年
四
月
一
日

【
昇
格
】

総
務
部 

総
務
課 

課
長

　

宮
里

千
賀
子
（
総
務
部
総
務
課 

係
長
）

営
業
部 

業
務
課 

係
長

　

比
嘉

貴
之

　
（
営
業
部
業
務
課 

主
任
）

営
業
部 

業
務
課 

係
長

　

大
城

盛
太
　

（
営
業
部
渉
外
企
画
課 

主
任
）

港
運
部 

輸
送
課 

主
任

　

花
城

佳
介

　
（
港
運
部
作
業
課
）

港
運
部 

作
業
課 

主
任

　

佐
藤

優
貴

　
（
港
運
部
作
業
課
）

【
異
動
】

営
業
部 

外
航
代
理
店
課 

課
長

酒
井

博
登
（
琉
球
海
運
株
式
会
社 

福
岡
支
店

　
出
向
）

琉
球
海
運
㈱ 

福
岡
支
店 

出
向

中
村

光
一
（
営
業
部
業
務
課 

主
任
）

営
業
部 

業
務
課 

係
長

角
松

誠
　

（
営
業
部
外
航
代
理
店
課
）

港
運
部 

作
業
課

赤
嶺

龍
一
（
港
運
部
輸
送
課 

商
品
管
理
）

【
登
用
】

港
運
部 

作
業
課

川
﨑

尚
子

　
（
契
約
社
員
）

港
運
部 

作
業
課

前
里

弘
樹

　
（
契
約
社
員
）

港
運
部 

輸
送
課

玉
寄

生
士

（
契
約
社
員
）

港
運
部 

輸
送
課

與
那
嶺

隆
太
（
契
約
社
員
）

営
業
部 

情
報
処
理
課

宮
平

あ
ざ
み
（
契
約
社
員
）

【
採
用
】

港
運
部 

作
業
課

島
袋

け
い
と

港
運
部 

作
業
課

比
嘉

幸
雄

港
運
部 

作
業
課

上
原

一
仁

港
運
部 

作
業
課

上
原

史
仁

株
式
会
社 

沖
縄
急
送

令
和
六
年
四
月
一
日

【
昇
格
】

運
輸
部 

次
長

川
満
文
昭
（
運
輸
部
作
業
課 

課
長
）

【
昇
格
】

運
輸
部 

次
長

知
念
克
能
（
㈱
き
ょ
う
は
い
出
向
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

課
長

金
城

一
樹
（
運
輸
部
作
業
課 

係
長
）

【
昇
格
】

運
輸
部
運
輸
課 

係
長

玉
城

宏
太
（
運
輸
部
運
輸
課 

主
任
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

係
長

伊
佐

学
（
運
輸
部
運
輸
課 

主
任
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

係
長

金
嶺

亨
（
運
輸
部
作
業
課 

主
任
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

係
長

金
城

暁
由
（
運
輸
部
作
業
課 

主
任
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

係
長

上
原

直
也
（
運
輸
部
作
業
課 

主
任
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

係
長

下
地

博
明
（
運
輸
部
作
業
課 

主
任
）

【
昇
格
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所 

主
任

嵩
西

一
矢
（
営
業
部
那
覇
港
営
業
所
）

【
昇
格
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所 

主
任

金
城

飛
夢
（
営
業
部
那
覇
港
営
業
所
）

【
昇
格
】

営
業
部
西
崎
営
業
所 

主
任

名
嘉

飛
翔
（
物
流
事
業
部
西
崎
営
業
所
）

【
昇
格
】

営
業
部
西
崎
営
業
所 

主
任

上
江
洲

智
裕
（
物
流
事
業
部
西
崎
営
業
所
）

【
昇
格
】

営
業
部
西
崎
営
業
所 

主
任

又
吉

綾
也
（
物
流
事
業
部
西
崎
営
業
所
）

【
昇
格
】

運
輸
部
運
輸
課 

主
任

知
念

裕
太
（
運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員
）

【
昇
格
】

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員 

主
任

糸
数

祐
（
運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

主
任

親
盛

良
太
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

主
任

我
那
覇

仁
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

主
任

丸
山

勝
秀
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

主
任

長
浜

悠
太
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

主
任

大
城

宝
也
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
昇
格
】

運
輸
部
作
業
課 

主
任

屋
富
祖

正
樹
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
出
向
】

琉
球
海
運
㈱ 

福
岡
支
店
出
向 

主
任

仲
宗
根

光
哉
（
運
輸
部
配
送
業
務
二
課
）

【
異
動
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所
係
長

田
場

勝
樹
（
琉
球
海
運
㈱
福
岡
支
店
出
向
）

【
異
動
】

総
務
部
総
務
課
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

髙
橋

秀
隆
（
営
業
部
那
覇
港
営
業
所
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
異
動
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所

小
渡

弘
一
（
物
流
事
業
部
西
崎
営
業
所
）

【
異
動
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所

黒
島

宏
丈
（
営
業
部
営
業
課
）

【
異
動
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所

西
原

孝
幸
（
運
輸
部
作
業
課
）

【
異
動
】

運
輸
部
運
輸
課

上
原

文
恵
（
物
流
事
業
部
西
崎
営
業
所
）

【
採
用
】

総
務
部
Ｄ
Ｘ
推
進
課

本
永

雄
飛

【
採
用
】

運
輸
部
作
業
課

島
袋

桜

【
正
社
員
登
用
】

営
業
部
営
業
課

狩
俣

理
奈

【
正
社
員
登
用
】

営
業
部
営
業
課

島
袋

綾
聖

【
正
社
員
登
用
】

営
業
部
那
覇
港
営
業
所

玉
城

英
作

【
正
社
員
登
用
】

営
業
部
西
崎
営
業
所

大
城

亜
依

【
正
社
員
登
用
】

営
業
部
西
崎
営
業
所

駒
田

恵

【
正
社
員
登
用
】

営
業
部
西
崎
営
業
所

澤
岻

一
樹

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
運
輸
課

與
儀

由
美

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

根
間

大
輔

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

玉
城

彰
人

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

内
間

安
彦

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

知
念

優
斗

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

照
屋

優
人

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
作
業
課

川
上

翔

【
正
社
員
登
用
】

運
輸
部
作
業
課

當
山

博
喜

【
契
約
社
員
】
営
業
部
営
業
課

重
信

珠
李
愛

【
契
約
社
員
】
総
務
部
総
務
課

玉
城

小
百
合

【
契
約
社
員
】
運
輸
部
作
業
課

安
慶
名

一
哉

【
契
約
社
員
】
運
輸
部
作
業
課

仲
宗
根

良
文

【
契
約
社
員
】
運
輸
部
作
業
課

比
嘉

伸
吾

【
契
約
社
員
】
運
輸
部
作
業
課

ウ
マ
ル
・
ム
ハ
メ
ド

【
契
約
社
員
】
運
輸
部
作
業
課

知
念

聖
太

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

【
退
職
】

物
流
事
業
部
西
崎
営
業
所 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
島
袋

進
一

運
輸
部
運
輸
課

永
吉

盛
将

株
式
会
社 

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス

令
和
六
年
四
月
一
日

【
昇
進
】

東
京
支
店 

次
長

伊
佐

勝
（
東
京
支
店 

作
業
課
課
長
）

総
務
部
総
務
課 

課
長
代
理

柴
田

千
春
（
総
務
部
総
務
課 

係
長
）

那
覇
支
店 

係
長

西
銘

桂
子
（
那
覇
支
店 

主
任
）

大
阪
支
店 

係
長

箕
浦

愛
（
大
阪
支
店 

主
任
）

大
阪
支
店 

係
長

山
戸
大
地
（
大
阪
支
店 

主
任
）

東
京
支
店
業
務
課 

主
任

中
村

あ
や
め
（
東
京
支
店
業
務
課
）

東
京
支
店
業
務
課 

主
任

太
田

瞳
（
東
京
支
店
業
務
課
）

株
式
会
社 

九
州
輸
送
サ
ー
ビ
ス

令
和
六
年
四
月
一
日

【
昇
格
】

営
業
部
長

深
川

賢
一
（
営
業
副
部
長
）

【
異
動
】

営
業
部 

鳥
栖
営
業
所 

主
任

植
松

勇
貴
（
営
業
部
営
業
課 

主
任
）

総
務
部
総
務
課

湯
田

規
子
（
営
業
部
業
務
課
）

【
採
用
】

営
業
部 

鳥
栖
営
業
所 

主
任

髙
田

え
り

【
出
向
】

九
輸
運
送
㈱
出
向 

管
理
部
長
兼
統
括
セ
ン
タ
ー
長

黒
川
貴
峰
（
㈱
九
州
輸
送
サ
ー
ビ
ス 

施
策
調
整
推
進
室 

セ
ン
タ
ー
長
）

国
際
輸
送 

株
式
会
社

令
和
六
年
一
月

保
険
部

平
良

年
康
（
営
業
部
）

琉
海
リ
ー
ス 

株
式
会
社

令
和
六
年
一
月
一
日

【
入
社
】

整
備
部

比
嘉

達
郎

　

令
和
六
年
一
月
二
十
二
日

【
退
社
】

総
務
部

津
波
古

麻
里
佳

令
和
六
年
四
月
一
日

【
琉
球
海
運
よ
り
出
向
】 

総
務
部
長

佐
久
川

泰
俊

令
和
六
年
四
月
三
十
日

【
退
社
】

リ
ー
ス
部
長
兼
整
備
部
長

中
山

勝

令
和
六
年
二
月
十
八
日

【
契
約
満
了
】
総
務
部
付
け

赤
堂

陽
子

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

株
式
会
社

令
和
六
年
四
月
一
日

【
異
動
】

中
城
事
業
部 

次
長

山
戸

和
明
（
Ｒ
Ｌ
Ｃ
事
業
部

　
次
長
）

【
新
規
採
用
】

中
城
事
業
部 

物
流
課

仲
元

将
大
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●
「
グ
ル
ー
プ
報
の
記
事
」
。

早
い
段
階
か
ら
私
の
タ
ス

ク
に
あ
る
の
に
ギ
リ
ギ
リ

（
正
確
に
は
期
限
を
越

え
る
）
ま
で
消
え
な
い
。

そ
り
ゃ
そ
う
だ
。
や
っ
て

な
い
か
ら
。
明
日
も
や
ら

な
い
馬
鹿
野
郎
だ
か
ら
。

い
つ
も
本
当
に
す
み
ま
せ

ん
。「
次
こ
そ
は
期
限
内

に
！
」
と
祈
っ
て
ま
す
。

（
？
）

い
つ
も
遅
れ
る
人

●
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
世
界
観

に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ま
せ

ん
か
。
上
げ
膳
据
え
膳
で

晩
酌
の
用
意
ま
で
し
て
も

ら
え
る
夫
。
大
き
な
お
家

で
家
族
も
多
い
の
に
働
い

て
い
る
の
が
二
人
だ
け
。

時
代
設
定
が
違
う
と
片

付
け
て
し
ま
え
ば
簡
単
で

す
が
、
今
の
子
供
達
は
ど

ん
な
感
覚
で
見
て
る
ん
だ

ろ
う
。

あ
ら
か
き
ゆ
う
き

●

先
日
、
自
転
車
で
派
手

に
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

（
汗
）

身
体
中
に
す
り
傷
と
顔
に

ア
ザ
が
出
来
ま
し
た

( > _ < )

お
酒
は
飲
ん
で
な
か
っ
た

の
で
す
が
・・
・

皆
様
も
自
転
車
の
運
転
は

十
分
に
気
を
つ
け
て
下
さ

い
！

顔
ア
ザ
太
郎

●
某
組
合
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で

獲
得
し
た
ソ
ー
メ
ン
チ
ャ

ン
プ
ル
ー
セ
ッ
ト
を
G
W

中
に
作
っ
て
み
た
の
で
す

が
、
何
を
誤
っ
た
の
か
10

人
前
程
作
っ
て
し
ま
い
、

G
W
は
ひ
た
す
ら
消
化
に

追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
…

（
完
食
）

経
理
？
年
生

●
病
院
変
え
て
の
髭
脱
毛
。

効
果
2
倍
、
痛
さ
3
倍
、

涙
5
倍

( T_ T)

チ
ー
ズ
抜
き
タ
コ
ラ
イ
ス

●
今
回
初
め
て
グ
ル
ー
プ
報

の
担
当
に
な
り
、
い
つ
も

見
て
い
る
側
で
し
た
が
、

記
事
を
書
く
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
。
記
事
の
内
容

探
し
か
ら
始
ま
り
、
写
真

の
取
り
寄
せ
な
ど
色
々
大

変
で
し
た
が
、
無
事
に
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ

と
ま
ず
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
貴
重
な
経
験
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

眠
れ
る
獅
子
を
起
こ
し
た
い

●
か
り
ゆ
し
Ⅱ
の
進
水
式

が
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
の

ニ
ュ
ー
ス
や
写
真
で
そ
の

様
子
を
見
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
船
が
進
水
す
る
際

の
迫
力
を
い
く
ら
か
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
は
現
地
で
見

て
み
た
い
も
の
で
す
。

元
・
船
酔
い
少
年
A

編集後記

Ed itor's N ote

● 生年月日： 20 2 3年1 1月2 2 日

● 体　 　 重： 2 ,5 38 ｇ

● お父さ ん ： 屋良 朝飛（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 亜紀奈 さ ん

● 由来： ｢ちはな｣と い
う 名前の響き が気に
入ったことと 、人物事
と の出会いを 大切に
扱い、千成り の経験
と 知識を自らに蓄え、
豊かな人生を歩んで
ほし いと 想いを 込め
て命名しました。

● ご両親から 一言：

こ れから どう ぞよろ
しく お願いし ます！

● 生年月日： 2 0 23 年12 月3 日

● 体　 　 重： 3 ,49 8 ｇ

● お父さ ん ： 大城 麻元（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 千晴 さ ん

● 由来： どんな植物にも 生える葉のよう に
癒やし の存在になっ てほし い。

● ご両親から 一言：

お兄ち ゃ んお姉ち ゃ んに可愛がら れて
すく すく 育っ てほし い

● 生年月日： 20 2 4年1 月5日

● 体　 　 重： 2 ,9 34 ｇ

● お父さ ん ： 足立 匠（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 美空 さ ん

● 由来： 明るく 元気な子に育って欲し い
と 言う 願いと 1月5日に産まれたので一
晃(いっこう )と 名づけまし た。

● ご両親から 一言：

大きく なったらキャッ チボールし よう ね！

● 生年月日： 2 0 24 年1月2 9 日

● 体　 　 重： 2 ,88 0ｇ

● お父さ ん ： 村田 和樹（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 も も こ さ ん

● 由来： 個性を大切に、 夢や目標に
向かって着実に人生を歩んで（ つむ
いで） ほし い。

● ご両親から 一言：

健康で、のびのび育ってね。

● 生年月日： 20 24 年1 月11 日

● 体　 　 重： 4 ,05 0 ｇ

● お父さ ん ： 山端 一平（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 英利香 さ ん

● 由来： 心に堅実さを持ち

　 　 　 末長い健康を願って

● ご両親から 一言：

心を豊かに育って下さ い。

● 生年月日： 20 24 年3 月21 日

● 体　 　 重： 3 ,16 6 ｇ

● お父さ ん ： 瀬良垣 大地（ 琉球海運）

お母さ ん ： 　 〃　 ら ん さ ん

● 由来： 皆んなを愛
して、皆んなに愛
される子になります
よう に。

● ご両親から 一言：

　 健康でスクスク
育て♪

かわいいかわいい
天使誕生天使誕生

He l l o

b ab y 大城 葉
よ う

ちゃん（ 女の子）

足立 一
い っ

晃
こ う

ちゃん（ 男の子）

山端 心
し ん

ノ
の

常
じ ょ う

ちゃん（ 男の子）

瀬良垣 皆
み

愛
あ

ちゃん（ 女の子）

村田 紬
つ む

稀
ぎ

ちゃん（ 男の子）

屋良 千
ち

英
は な

ちゃん（ 女の子）


